
費用便益分析（考え方）

費用の算定便益の算定

総費用（C）

費用便益比（B/C）

前提条件
・社会的割引率︓４％
・基準年次 ︓令和５年（評価時点）
・検討年数 ︓○年 ※事業によって異なる

総便益（B）
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会
的
割
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現在価値化

• 事業実施によって発現する効果のうち、貨幣換算可能なものを対象に便益として計上
した上で、事業における建設投資額等の費用と比較し、社会的な視点から事業効率性
を評価する。

• なお、将来発生すると見込まれる費用と便益は社会的割引率を用いて現在価値に換算
して比較を行う。



費用便益分析（考え方）
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